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自分を見つめる

の
生
学
中

1
この教科書は，色覚の個人差
を問わず，より多くの人に見
やすいよう，カラーユニバー
サルデザインに配慮して作ら
れています。

この教科書は，再生紙と植物
油インキを使用しています。
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へ
様
皆
の
者
護
保

　

、
り
あ
で
の
も
る
わ
関
に
幹
根
の
成
形
格
人、
は
育
教
徳
道

、
し
な
を
核
中
の
動
活
育
教
全

「

ら
自
が
ち
た
も
ど
子
、
は
と
こ
う
養
を
性
徳
道
。
す
で
の
も
る
な
と
盤
基
の
」
力
る
き
生

に
育
教
校
学
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
て
め
極
に
め
た
く
い
て
き
生
く
よ
り
よ
を
生
人
の

科
教
の
別
特
「
て
い
お

　

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が
）
科
徳
道
（」
徳
道

　

を
会
社
、
に
提
前
を
念
の
敬
畏
る
す
対
に
命
生
と
神
精
の
重
尊
間
人
、
は
書
科
教
の
こ

し
と
人
、
に
も
と
と
む
育
を
ど
な
識
意
範
規
る
れ
ら
め
求
に
通
共
で
え
う
く
い
て
し
成
形

を
と
こ
く
い
で
ん
育
を
」
力
る
き
生
「、
め
深
を
え
考
て
い
つ
に
と
こ
る
き
生
く
よ
り
よ
て

。
た
し
ま
し
た
い
修
編
て
し
指
目

　

も
と
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
書
科
教
の
こ
に
も
と
と
ち
た
も
ど
子
、
も
て
い
お
に
庭
家
ご

、
り
守
見
、
え
支
を
長
成
の
心
の
ち
た
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
と
こ
う
合
り
語
、
え
考
に

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
し
感
実

８
０
７
徳
道
　
き
つ
か
あ
廣
２
３
２
　
用
科
徳
道
校
学
中
　
書
科
教
済
定
検
省
学
科
部
文

へ
様
皆
の
者
護
保

　

、
り
あ
で
の
も
る
わ
関
に
幹
根
の
成
形
格
人、
は
育
教
徳
道

、
し
な
を
核
中
の
動
活
育
教
全

「

ら
自
が
ち
た
も
ど
子
、
は
と
こ
う
養
を
性
徳
道
。
す
で
の
も
る
な
と
盤
基
の
」
力
る
き
生

に
育
教
校
学
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
て
め
極
に
め
た
く
い
て
き
生
く
よ
り
よ
を
生
人
の

科
教
の
別
特
「
て
い
お

　

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が
）
科
徳
道
（」
徳
道

　

を
会
社
、
に
提
前
を
念
の
敬
畏
る
す
対
に
命
生
と
神
精
の
重
尊
間
人
、
は
書
科
教
の
こ

し
と
人
、
に
も
と
と
む
育
を
ど
な
識
意
範
規
る
れ
ら
め
求
に
通
共
で
え
う
く
い
て
し
成
形

を
と
こ
く
い
で
ん
育
を
」
力
る
き
生
「、
め
深
を
え
考
て
い
つ
に
と
こ
る
き
生
く
よ
り
よ
て

。
た
し
ま
し
た
い
修
編
て
し
指
目

　

も
と
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
書
科
教
の
こ
に
も
と
と
ち
た
も
ど
子
、
も
て
い
お
に
庭
家
ご

、
り
守
見
、
え
支
を
長
成
の
心
の
ち
た
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
と
こ
う
合
り
語
、
え
考
に

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
し
感
実
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徳
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中

廣済堂あかつき

1

この教科書は，色覚の個人差
を問わず，より多くの人に見
やすいよう，カラーユニバー
サルデザインに配慮して作ら
れています。

この教科書は，再生紙と植物
油インキを使用しています。
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表１ 表４束 10.15mm

き
つ
か
あ
堂
済
廣

７
０
７
徳
道
　
き
つ
か
あ
廣
２
３
２
　
用
科
徳
道
校
学
中
　
書
科
教
済
定
検
省
学
科
部
文

この資料は、（社）教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則ってこの資料は、（社）教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則って
作成されており、配布を許可されております。
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廣済堂あかつき

この教科書は，色覚の個人差
を問わず，より多くの人に見
やすいよう，カラーユニバー
サルデザインに配慮して作ら
れています。

この教科書は，再生紙と植物
油インキを使用しています。
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へ
様
皆
の
者
護
保

　

、
り
あ
で
の
も
る
わ
関
に
幹
根
の
成
形
格
人、
は
育
教
徳
道

、
し
な
を
核
中
の
動
活
育
教
全

「

ら
自
が
ち
た
も
ど
子
、
は
と
こ
う
養
を
性
徳
道
。
す
で
の
も
る
な
と
盤
基
の
」
力
る
き
生

に
育
教
校
学
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
て
め
極
に
め
た
く
い
て
き
生
く
よ
り
よ
を
生
人
の

科
教
の
別
特
「
て
い
お

　

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が
）
科
徳
道
（」
徳
道

　

を
会
社
、
に
提
前
を
念
の
敬
畏
る
す
対
に
命
生
と
神
精
の
重
尊
間
人
、
は
書
科
教
の
こ

し
と
人
、
に
も
と
と
む
育
を
ど
な
識
意
範
規
る
れ
ら
め
求
に
通
共
で
え
う
く
い
て
し
成
形

を
と
こ
く
い
で
ん
育
を
」
力
る
き
生
「、
め
深
を
え
考
て
い
つ
に
と
こ
る
き
生
く
よ
り
よ
て

。
た
し
ま
し
た
い
修
編
て
し
指
目

　

も
と
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
書
科
教
の
こ
に
も
と
と
ち
た
も
ど
子
、
も
て
い
お
に
庭
家
ご

、
り
守
見
、
え
支
を
長
成
の
心
の
ち
た
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
と
こ
う
合
り
語
、
え
考
に

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
し
感
実

CUDマーク取得申請中

８
０
８
徳
道
　
き
つ
か
あ
廣
２
３
２
　
用
科
徳
道
校
学
中
　
書
科
教
済
定
検
省
学
科
部
文
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廣済堂あかつき

この教科書は，色覚の個人差
を問わず，より多くの人に見
やすいよう，カラーユニバー
サルデザインに配慮して作ら
れています。

この教科書は，再生紙と植物
油インキを使用しています。
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CUDマーク取得申請中

へ
様
皆
の
者
護
保

　

、
り
あ
で
の
も
る
わ
関
に
幹
根
の
成
形
格
人、
は
育
教
徳
道

、
し
な
を
核
中
の
動
活
育
教
全

「

ら
自
が
ち
た
も
ど
子
、
は
と
こ
う
養
を
性
徳
道
。
す
で
の
も
る
な
と
盤
基
の
」
力
る
き
生

に
育
教
校
学
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
て
め
極
に
め
た
く
い
て
き
生
く
よ
り
よ
を
生
人
の

科
教
の
別
特
「
て
い
お

　

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が
）
科
徳
道
（」
徳
道

　

を
会
社
、
に
提
前
を
念
の
敬
畏
る
す
対
に
命
生
と
神
精
の
重
尊
間
人
、
は
書
科
教
の
こ

し
と
人
、
に
も
と
と
む
育
を
ど
な
識
意
範
規
る
れ
ら
め
求
に
通
共
で
え
う
く
い
て
し
成
形

を
と
こ
く
い
で
ん
育
を
」
力
る
き
生
「、
め
深
を
え
考
て
い
つ
に
と
こ
る
き
生
く
よ
り
よ
て

。
た
し
ま
し
た
い
修
編
て
し
指
目

　

も
と
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
書
科
教
の
こ
に
も
と
と
ち
た
も
ど
子
、
も
て
い
お
に
庭
家
ご

、
り
守
見
、
え
支
を
長
成
の
心
の
ち
た
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
と
こ
う
合
り
語
、
え
考
に

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
し
感
実

表１ 表４

束 9.58mm

き
つ
か
あ
堂
済
廣

７
０
８
徳
道
　
き
つ
か
あ
廣
２
３
２
　
用
科
徳
道
校
学
中
　
書
科
教
済
定
検
省
学
科
部
文

この資料は、（社）教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則ってこの資料は、（社）教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則ってこの資料は、（社）教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則ってこの資料は、（社）教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則って
作成されており、配布を許可されております。
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７
０
８
徳
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き
つ
か
あ
廣
２
３
２

用
科
徳
道
校
学学
中

書
科
教
済
定
検
省
学
科
部部
文
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廣済堂あかつき

この教科書は，色覚の個人差
を問わず，より多くの人に見
やすいよう，カラーユニバー
サルデザインに配慮して作ら
れています。

この教科書は，再生紙と植物
油インキを使用しています。
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へ
様
皆
の
者
護
保

　

、
り
あ
で
の
も
る
わ
関
に
幹
根
の
成
形
格
人、
は
育
教
徳
道

、
し
な
を
核
中
の
動
活
育
教
全

「

ら
自
が
ち
た
も
ど
子
、
は
と
こ
う
養
を
性
徳
道
。
す
で
の
も
る
な
と
盤
基
の
」
力
る
き
生

に
育
教
校
学
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
て
め
極
に
め
た
く
い
て
き
生
く
よ
り
よ
を
生
人
の

科
教
の
別
特
「
て
い
お

　

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が
）
科
徳
道
（」
徳
道

　

を
会
社
、
に
提
前
を
念
の
敬
畏
る
す
対
に
命
生
と
神
精
の
重
尊
間
人
、
は
書
科
教
の
こ

し
と
人
、
に
も
と
と
む
育
を
ど
な
識
意
範
規
る
れ
ら
め
求
に
通
共
で
え
う
く
い
て
し
成
形

を
と
こ
く
い
で
ん
育
を
」
力
る
き
生
「、
め
深
を
え
考
て
い
つ
に
と
こ
る
き
生
く
よ
り
よ
て

。
た
し
ま
し
た
い
修
編
て
し
指
目

　

も
と
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
書
科
教
の
こ
に
も
と
と
ち
た
も
ど
子
、
も
て
い
お
に
庭
家
ご

、
り
守
見
、
え
支
を
長
成
の
心
の
ち
た
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
と
こ
う
合
り
語
、
え
考
に

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
し
感
実

CUDマーク取得申請中
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教
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定
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文
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廣済堂あかつき
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道
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学
中

この教科書は，色覚の個人差
を問わず，より多くの人に見
やすいよう，カラーユニバー
サルデザインに配慮して作ら
れています。

この教科書は，再生紙と植物
油インキを使用しています。
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CUDマーク取得申請中

へ
様
皆
の
者
護
保

　

、
り
あ
で
の
も
る
わ
関
に
幹
根
の
成
形
格
人、
は
育
教
徳
道

、
し
な
を
核
中
の
動
活
育
教
全

「

ら
自
が
ち
た
も
ど
子
、
は
と
こ
う
養
を
性
徳
道
。
す
で
の
も
る
な
と
盤
基
の
」
力
る
き
生

に
育
教
校
学
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
要
重
て
め
極
に
め
た
く
い
て
き
生
く
よ
り
よ
を
生
人
の

科
教
の
別
特
「
て
い
お

　

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が
）
科
徳
道
（」
徳
道

　

を
会
社
、
に
提
前
を
念
の
敬
畏
る
す
対
に
命
生
と
神
精
の
重
尊
間
人
、
は
書
科
教
の
こ

し
と
人
、
に
も
と
と
む
育
を
ど
な
識
意
範
規
る
れ
ら
め
求
に
通
共
で
え
う
く
い
て
し
成
形

を
と
こ
く
い
で
ん
育
を
」
力
る
き
生
「、
め
深
を
え
考
て
い
つ
に
と
こ
る
き
生
く
よ
り
よ
て

。
た
し
ま
し
た
い
修
編
て
し
指
目

　

も
と
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
書
科
教
の
こ
に
も
と
と
ち
た
も
ど
子
、
も
て
い
お
に
庭
家
ご

、
り
守
見
、
え
支
を
長
成
の
心
の
ち
た
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な
と
こ
う
合
り
語
、
え
考
に

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
し
感
実

表１ 表４束 9.44mm

き
つ
か
あ
堂
済
廣

７
０
９
徳
道
　
き
つ
か
あ
廣
２
３
２
　
用
科
徳
道
校
学
中
　
書
科
教
済
定
検
省
学
科
部
文

あかつき 1
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●�豊かな情操と道徳心を培うことを基本方針として編集した。内容項目「真
理の探究、創造」を扱う教材をはじめ、学習全般を通じて真理を求める態
度を養うことができるよう配慮した。

● �１ 年「ミスター・ヌードル�ー安藤�百福ー�」P80
〜 85 ／ 2 年「ガストロカメラ」P20 〜 24　な
ど

●�健やかな身体を養うことに関わる「節度、節制」の内容項目に関する教材
は、すべての学年で早い段階に学べるよう、本冊掲載教材の配列において
配慮した。また、別冊 １年では生活習慣の自己確認ができる欄を設けた。

● ��１ 年「釣りざおの思い出」P３2 〜 ３5 ／ 2 年「こ
れは駄目？　これも駄目？」P３2 〜 ３３ ／ ３ 年「独
りを慎む」P１９ 〜 2１　など

ୈ̎߸
ਓͷՁΛଚॏͯ͠ɺͦͷྗݸ
Λ৳͠ɺੑΛഓ͍ɺࣗओٴ
ͼࣗͷਫ਼ਆΛཆ͏ͱͱʹɺ৬
ۈɺ͠ࢹͱͷؔ࿈Λॏ׆ͼੜٴۀ
࿑ΛॏΜͣΔଶΛཆ͏͜ͱ

●�内容項目「向上心、個性の伸長」や「思いやり、感謝」、「相互理解、寛容」
などに関する教材をはじめとして、学習全般を通じて自己肯定感を高め、
自己はもとより他者の価値も尊重する態度を養うよう配慮した。

● �１ 年「木箱の中の鉛筆たち」P48 〜 5１ ／ 2 年「野
生の猛禽を守るために」P25 〜 2９ ／ ３ 年「原稿
用紙」P4１ 〜 4３　など

●�別冊「道徳ノート」への記述を手がかりに自分の課題や目標をもって自己
の能力の伸長が図られ、生活の中でさまざまなことに関心を抱き、創造力
を高める学習が展開できるよう配慮した。

●�全学年別冊巻頭「中学○年生の私」

●�自主及び自律の精神を養う学習を本書の重点の１つとし、内容項目「自主、
自律、自由と責任」に関する教材を、全学年３教材、３時間配当した。

● �１ 年「裏庭でのできごと」P１0 〜 １4 ／ 2 年「小さな
こと」P70 〜 7１ ／ ３ 年「リクエスト」P4〜 ９　など

●�本冊では暮らしと働くこととの関連を意識できる教材を配置した。また、
別冊２年では、働くことの意義を理解し、将来の仕事や自分の生き方につ
いての考えを書き込む特集を設けた。

● �１ 年「午前一時四十分」P１2６ 〜 １2９ ／ 2 年「加
奈子の職場体験」P77 〜 8１ ／別冊 2年「働くこ
との意義を理解し、将来を描こう」P2１　など

ୈ̏߸
ਖ਼ٛͱɺஉঁͷฏɺࣗଞͷ
ΛॏΜͣΔͱͱʹɺྗڠѪͱܟ
ࣾʹきɺओମతͮجʹͷਫ਼ਆڞެ
ձͷܗʹࢀը͠ɺͦͷൃలʹد
༩͢ΔଶΛཆ͏͜ͱ

●�「いじめ」や「人権」に関する課題を取り上げた教材を「公正、公平、社
会正義」を含む複数の内容項目で掲載するとともに、本冊 thinking や別
冊に「いじめ」や「人権」に関わる道徳的な問題を考える材料を多様な観
点から設けた。

● �１ 年「ヨシト」P３６ 〜 40 ／別冊 １年「いじめ撲
滅宣言」P１３ ／ 2 年「君、想像したことある？」
P40 〜 4１ ／別冊 2 年「いじめの構造」P１３ ／ ３
年「卒業文集最後の二行」P３６ 〜 40 ／別冊 ３年
「世界人権宣言」P１３　など　

●�「いじめ」や「人権」に関する課題を、道徳の内容に示された4つの視
点から捉えて考えを深めるページを本冊各学年の巻末に特設した。

● �１ 年「いじめを許さない�私たちの心」P１74 〜
１75　など

●�自他の敬愛と協力を重んずることについては、本書の重点の１つである「思
いやり、感謝」をはじめ、「よりよい学校生活、集団生活の充実」「家族愛、
家庭生活の充実」などの、複数の内容項目に関する教材を掲載した。また、
「友情、信頼」に関する教材では、男女の平等を重んずる態度を養うため、
生徒と同年代の男女の主人公の関係を成長とともに3年間追いながら、
異性との人間関係について考えることのできる教材を掲載した。

● �１ 年「旗」P１３4 〜 １３９ ／ 2 年「尊い玉子」P82
〜 85 ／ ３ 年「監督がくれたメダル」P３2 〜 ３5
／ １ 年「アイツ」P24 〜 28 ／ 2 年「アイツとセ
ントバレンタインデー」P１３2 〜 １３7 ／ ３ 年「ア
イツの進路選択」P72 〜 77　など

●�公共の精神に基づいて、社会に積極的に関わっていこうとする姿勢を育む
教材を掲載した。また、本冊すべての学年の巻末に「持続可能な社会」と
いう視点で生徒の主体的な社会参画意識を高めるページを特設した。

● �１ 年「加山さんの願い」P74 〜 7９ ／ 2 年「迷惑
とは何ぞ」P１28 〜 １３１ ／ ３ 年「持続可能な社会
の実現を目指して」P１58 〜 １5９　など
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●�生命尊重を本書の最重点項目と位置付け、内容項目「生命の尊さ」に関す
る教材を全学年３教材、３時間配当した。また、それらの各学年3教材
以外にも、「希望と勇気、克己と強い意志」や「家族愛、家庭生活の充実」
など、異なる内容項目の学習においても生命尊重との関わりで考えること
のできる教材を数多く掲載した。

● ��１ 年「あなたの『生きようとする力』」P１5 〜
１7，「ふたりの子供たちへ」P１54 〜 １57 ／ 2 年「燃
え盛る炎」P３4 〜 ３９，「本物の将棋指し��ー村山�
聖ー�」P１22 〜 １27 ／ ３ 年「誰かのために」P24
〜 25，「ひまわり」P54 〜 ６0　など

●�自然を大切にすることについては、内容項目「自然愛護」に関する教材は
もとより、「相互理解、寛容」や「感動、畏敬の念」など、異なる内容項
目の学習においても人間と自然との関わりについて多面的・多角的に考え
ることのできる教材を数多く掲載した。

● �１ 年「あのハチドリのように��ーワンガリ・マー
タイー�」P42 〜 47，「ガジュマルの木」P１６4 〜
１６8 ／ 2 年「樹齢七千年の杉」P１３ 〜 １６，「野生の
猛禽を守るために」P25 〜 2９ ／ ３ 年「襟裳のこと」
P44 〜 47，「ほっちゃれ」P１１0 〜 １１2　など

●�現代的な課題との関わりも踏まえ、自然や環境に対して関心を高めること
ができるよう、本冊すべての学年の巻末に「持続可能な社会」について考
えることのできるページを特設した。

● �１ 年「よりよい未来をつくるために」P１78 〜
１7９ ／ 2 年「持続可能な社会を考える」P１６2 〜
１６３ ／ ３ 年「持続可能な社会の実現を目指して」
P１58 〜 １5９

ୈ̑߸
౷ͱจԽΛଚॏ͠ɺͦΕΒΛ
͙͘ΜͰきͨզ͕ࠃͱڷΛѪ͢
ΔͱͱʹɺଞࠃΛଚॏ͠ɺࡍࠃ
ࣾձͷฏͱൃలʹد༩͢Δଶ
Λཆ͏͜ͱ

●��我が国の伝統や文化に関心を高め、親しみや愛着をもち、この国の一員と
しての自覚を促す契機になるような教材を選定した。

● �１ 年「音を宿す」P６5 〜 ６7 ／ 2 年「国」P１１8
〜 １2１ ／ ３ 年「運命の木�ー姫路城の大柱ー�」
P１28 〜 １３３

●��日本人としての自覚をもって、他国を尊重し、国際理解、国際貢献に努め
ることの大切さを考え、世界の平和を希求する思いを高めることができる
教材を各学年に掲載した。

● �１ 年「国際協力ってどういうこと？」P１0６ 〜
１１0 ／ 2 年「最も悲しむべきことは、病めること
でも貧しいことでもなく」P１4１ 〜 １45 ／ ３ 年「海
と空�ー樫野の人々ー�」P１１９ 〜 １2３

   ֶशࢦಋཁྖ૯ଇͱͷؔ࿈ɹʕଞͷڭՊڭҭ׆ಈͱͷؔ࿈ʕ
ʲ݈かͳମʳ
Δ৯ҭͷਪਐฒͼʹମ͚͓ʹߍֶ
ྗͷ্ʹؔ͢Δࢦಋɺ҆શʹؔ
͢Δࢦಋٴͼ৺ͷ݈߁ͷอ૿࣋
ਐʹؔ͢Δࢦಋʹつ͍ͯ

●��食育や健康教育に関わる教育活動との関連を図ることができる教材等を全
学年に掲載した。
●�安全教育や防災教育に関わる教材や特集を掲載し、各教科や他の教育活動
等においても活用できるよう工夫した。

●�別冊 １年「自分の生活習慣をチェックしてみよう」
P2 ／ 2 年「これは駄目？　これも駄目？」P３2
〜 ３３ ／ ３ 年「独りを慎む」P１９ 〜 2１　など
● �2 年「持続可能な社会を考える」P１６2 〜 １６３ ／
３ 年「千年先のふるさとへ」P１３7 〜 １40　など

ʲڭՊԣஅతͳࢹʹཱͬͨࢿ
࣭ɾྗʳ
ɾޠݴྗͷҭʹつ͍ͯ

●��別冊「道徳ノート」への記述を通して自己を見つめる学習を取り入れるこ
とで、道徳科における言語活動の充実を図ることができるよう工夫した。

●�全学年別冊「学習の記録」

ɾใ׆༻ ʢྗใϞϥϧΛؚΉʣ
ͷҭʹつ͍ͯ

●��情報モラルについて考えることのできる教材を全学年に掲載した。加えて
すべての学年の本冊に特集ページを設け、情報モラルに関わる他の教育活
動等においても活用できるよう工夫した。
●��インターネットを活用した発展的な学習を促すことができるよう、二次元
バーコード等を通じてアクセスできる教材に関係する情報を当社のホーム
ページ上に掲載し、本冊の該当ページにおいて関連を示した。

● ���１ 年「ネット将棋」P１１１ 〜 １１5 ／ 2 年「いつで
も・どこでも・誰とでも」P１0 〜 １2 ／ ３ 年「情
報社会を生きていくために」P１5６ 〜 １57　など
● ���1 年「アップルロード作戦」P52 〜 57 ／ 2 年「相
馬野馬追の季節」P50 〜 54 ／ ３ 年「千年先のふ
るさとへ」P１３7 〜 １40　など

ɾ๛かͳਓੜͷ࣮ݱࡂΛ
Γӽ͑ͯ࣍ͷࣾձΛܗ͢Δ͜
ͱʹݱ͚ͨతͳॾ՝ʹରԠ
ɾྗͷҭ࣭ࢿΊΒΕΔٻͯ͠
ʹつ͍ͯ

●��さまざまな現代的課題に関わる教材を掲載するとともに、すべての学年に
おいて、「持続可能な社会」について自分との関わりで考えることのでき
る特集ページを設けた。
●��東日本大震災や阪神・淡路大震災等の災害にまつわる題材を取り上げ、そ
れらを乗り越えていく人々の姿から学ぶことができるよう工夫した。

● ���1 年「あのハチドリのようにーワンガリ・マー
タイー」P42 〜 47 ／ 2 年「持続可能な社会を考
える」P１６2 〜 １６３　など
● ���1 年「語りかける目」P１３0 〜 １３３ ／ 2 年「相
馬野馬追の季節」P50 〜 54 ／ ３ 年「千年先のふ
るさとへ」P１３7 〜 １40　など

ʲֶशධՁͷॆ࣮ʳ
ҙͷதͰֶशධՁͷଥੑ
৴པੑ͕ߴΊΒΕΔΑ͏ɺ৫
తかつܭըతͳऔΛਪਐ͢Δͱ
ͱʹɺֶֶߍஈ֊Λӽ͑ͯ
ଓ͞ʹಐͷֶशͷՌ͕ԁࣇ
ΕΔΑ͏ʹ͢Δ͜ͱ

●��生徒の学習の記録を蓄積することにより、評価の妥当性や信頼性を検討す
ることを容易にし、また組織的・計画的な評価の取り組みの推進に役立て
ることができるよう、本冊と別冊「道徳ノート」の２分冊で教科書を構成
した。
●��学年段階を越えて道徳科の学習の成果を円滑に接続するため、保管が容易
なノート形式の記録を蓄積できるよう、本冊と別冊「道徳ノート」の２分
冊で教科書を構成した。

●�全学年別冊

ʲΩϟϦΞڭҭͷॆ࣮ʳ
ੜె͕ɺֶͿ͜ͱͱࣗݾͷকདྷͱ
ͷつͳ͕ΓΛݟ௨͠ͳ͕Βɺࣾձ
తɾ৬ۀతཱࣗʹ͚ͯඞཁͳج
൫ͱͳΔ࣭ࢿɾྗΛʹ͚ͯ
͍͘͜ͱ͕ͰきΔΑ͏ɺಛผ׆ಈ
Λཁͱ͠つつ֤ڭՊͷಛ࣭ʹԠ
ͯ͡ɺΩϟϦΞڭҭͷॆ࣮ΛਤΔ
͜ͱ

●��社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成に資する教材、また主体的な
進路の選択や将来設計について考えを深めることのできる教材や特集を多
数掲載した。

● �1 年「加山さんの願い」P74 〜 7９ ／別冊 1年
P１4（グラフ）／ 2年「虎」P4 〜 ９ ／ 2 年「加
奈子の職場体験」P77 〜 8１ ／ ３ 年「アイツの進
路選択」P72 〜 77 ／別冊 ３年「考えよう　私た
ちの社会参画」P2１　など
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   ֶशࢦಋཁྖ૯ଇͱͷؔ࿈ɹʕಓಙڭҭਪਐ্ͷྀ߲ࣄʕ
ʲಓಙڭҭͷશମܭըʳ
ಓಙڭҭͷશମܭըͷ࡞ʹ
ͨͬͯɺੜెֶߍɺҬͷ࣮
ଶΛྀͯ͠ߟɺֶߍͷಓಙڭҭͷ
ॏඪΛઃఆ͢Δͱͱʹɺಓ
ಙՊͷࢦಋํɺୈ̏ষಛผͷڭ
Պಓಙͷୈ̎ʹࣔ͢༰ͱͷؔ࿈
Λ౿·֤͑ͨڭՊɺ૯߹తͳֶश
ͷٴؒ࣌ͼಛผ׆ಈʹ͓͚Δࢦಋ
ͷ༰ٴͼظ࣌ฒͼʹՈఉҬ
ࣾձͱͷ࿈ܞͷํ๏Λࣔ͢͜ͱ

●���各教科等における学習を生かすことができる教材を選定するとともに、別
冊には他の教育活動とも連携を図りながら活用できるページを設けるな
ど、本書を使用した道徳科の授業が教育活動全体を通じて行う道徳教育の
要となるよう配慮した。

● 2年「加奈子の職場体験」P77 〜 8１ ／別冊 2年
「働くことの意義を理解し、将来を描こう」P2１ ／
３ 年「招集通知�ーあなたが裁判員になるときー�」
P１42 〜 １47　など

●��本冊では家族との関わりや家庭での出来事を描いた教材、地域の人との交
流や地域における行事等を題材とした教材を数多く掲載し、家庭や地域社
会との積極的な関わりを促す工夫をした。

● �１ 年「美しい母の顔」P8６ 〜 ９0 ／ 2 年「相馬野
馬追の季節」P50 〜 54 ／ ３ 年「誰かのために」
P24 〜 25　など

●����本冊・別冊ともに裏表紙に本書を媒介とした「子どもの心の成長」に関す
る家庭との連携について記載した。

●�全学年本冊・別冊裏表紙「保護者の皆様へ」

ʲࢦಋ༰ͷॏԽʳ
ੜెͷൃୡͷஈ֊ಛੑΛ౿·
͑ɺࢦಋ༰ͷॏԽΛਤΔ͜ͱ

●��各学校において指導内容の重点化を図ることができるよう、本冊における
各学年の掲載教材のバランス等を考慮しつつ、重点と関連の深い内容項目
に該当する教材を多く取り上げた。

●�全学年本冊

ɾཱࣗ৺ࣗੑΛߴΊɺنあ
Δੜ׆Λ͢Δ͜ͱ

●��内容項目「自主、自律、自由と責任」は本書の重点項目の１つとして設定
し、すべての学年において３教材、３時間を配当した。また、別冊への書
き込みを通して、自己を振り返り、自己を深く見つめ、人間としての生き
方について考えを深めることができるよう配慮した。

● ��１ 年「裏庭でのできごと」P１0 〜 １4 ／ 2 年「小
さなこと」P70 〜 7１ ／ ３ 年「リクエスト」P4
〜 ９　など
●�全学年別冊

ɾੜ໋Λଚॏ͢Δ৺ࣗΒͷऑ͞
Λࠀͯ͘͠ߴؾੜきΑ͏ͱ͢Δ
৺ΛҭͯΔ͜ͱ

●��生命尊重を本書の最重点項目と位置付け、内容項目「生命の尊さ」に関す
る教材を全学年３教材、３時間配当した。「生命倫理」に関わる教材も取
り上げ、生命の尊さについて多面的・多角的に考えることができるよう工
夫した。

● �１ 年「曙号の死」P58 〜 ６１，「語りかける目」
P１３0 〜 １３３ ／ 2 年「天使の舞い降りた朝」P９９ 〜
１02，「看取りの医者」P１5１ 〜 １5６ ／ ３ 年「誰かの
ために」P24 〜 25，「ドナー」P88 〜 ９0　など

●��内容項目「よりよく生きる喜び」についても本書の重点項目の１つとして
設定し、すべての学年において３教材、３時間を配当した。

● �１ 年「いつわりのバイオリン」P１8 〜 2３，「銀
色のシャープペンシル」P１20 〜 １25 ／ 2 年「ネ
パールのビール」P72 〜 7６，「タッチアウト」P
１04 〜 １07 ／ ３ 年「ひまわり」P54 〜 ６0，「二人
の弟子」P１05 〜 １0９　など

ɾ๏き·Γͷҙٛʹؔ͢Δཧղ
ΛਂΊΔ͜ͱ

●��関連の深い内容項目「遵法精神、公徳心」について、各学年２教材、２時
間を配当し、別冊1年では「規範と規範意識」に関する特集を設けた。

● �１ 年「人に迷惑をかけなければいいのか？」P９１
〜 ９5 ／別冊 １ 年「誰もが守るべきことがある」
P2１ ／ ３ 年「ベビーカー論争」P１24 〜 １27　など

ɾࣗΒͷকདྷͷੜきํΛ͑ߟओମ
తʹࣾձͷܗʹࢀը͢Δҙཉͱ
ଶΛཆ͏͜ͱ

●��内容項目「社会参画、公共の精神」や「勤労」については「職場体験活動」
や「ボランティア活動」との関連を図った教材を取り上げるとともに、別
冊に社会参画に関わる書き込み欄や特集を設けるなどして、生徒が主体的
に社会の形成に参画していこうとする意欲を喚起する工夫をした。

● �１ 年「加山さんの願い」P74 〜 7９ ／ 2 年「加奈
子の職場体験」P77 〜 8１ ／別冊 2年「働くこと
の意義を理解し、将来を描こう」P2１ ／別冊 ３
年「考えよう�私たちの社会参画」P2１　など

ɾ౷ͱจԽΛଚॏ͠ɺͦΕΒΛ
ҭΜͰきͨզ͕ࠃͱڷΛѪ͢Δ
ͱͱʹɺଞࠃΛଚॏ͢Δ͜ͱɺ
ձʹੜきΔຊਓͱͯ͠ͷࣾࡍࠃ
֮ࣗΛʹ͚Δ͜ͱ

●��「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」「我が国の伝統と文化の
尊重、国を愛する態度」の内容項目に関する教材を通して国や郷土の伝統
と文化への関心を高め、日本人としての自覚をもって文化の継承・創造と
社会の発展に貢献しようとする態度を養うことができるよう編集した。

● �１年「音を宿す」P６5〜 ６7，「アップルロード作戦」
P52 〜 57 ／ 2 年「相馬野馬追の季節」P50 〜
54，「国」P１１8 〜 １2１ ／ ３ 年「運命の木�ー姫路
城の大柱ー�」P１28 〜 １３３，「千年先のふるさとへ」
P１３7 〜 １40　など

   ֶशࢦಋཁྖୈ̏ষʮಛผͷڭՊɹಓಙʯͱͷؔ࿈ɹʕಓಙՊͷࢦಋٴͼࢦಋͷྀ߲ࣄʕ
ʲಓಙՊͷඪʳ
ΑΓΑ͘ੜきΔͨΊͷج൫ͱͳΔ
ಓಙੑΛཆ͏ͨΊɺಓಙతॾՁ
ʹつ͍ͯͷཧղΛجʹɺࣗݾΛݟ
つΊɺࣄΛࢹ͍かΒଟ໘తɾ
ଟ֯తʹ͑ߟɺਓؒͱͯ͠ͷੜき
ํʹつ͍ͯͷ͑ߟΛਂΊΔֶशΛ
௨ͯ͠ɺʢಓಙతͳஅྗɺ৺ɺ
࣮ફҙཉͱଶΛҭͯΔʣ
˞かͬ࣍͜ϖʔδ

●��本冊と別冊「道徳ノート」の２冊を併用することで、道徳科の目標の達成
に資するよう教科書を構成した。

●��本冊においては「ともに考え、話し合う」ことができるよう、多様で魅力
あふれる教材を取りそろえるとともに、各教材に「考える・話し合う」を
設け、生徒の主体的・対話的で深い学びを促す工夫をした。「学習の手が
かり」を基に、活発な対話や多面的・多角的な道徳的思考を促し、人間と
しての自己の生き方について考えを深める学習ができるよう構成した。

●���別冊においては、「自分を見つめ、考え、のばす」ことができるよう、生
徒の発達の段階に応じた表現で、道徳的諸価値（内容項目）が端的に解説
されている。また、授業を通して感じたことや考えたことを記述する「学
習の記録」や、一定期間のまとまりで授業を振り返りながら書き込みがで
きる「心に残っている授業の記録」、教材ごとに学びを振り返ることがで
きる「心のしおり」などが用意されている。「道徳ノート」を活用するこ
とを通して、道徳的価値についての理解を確かなものにし、人間としての
自己の生き方についての考えを深める学習ができるよう構成した。 　　　　　　　　　　◀「考える・話し合う」

　　　　　　　　　　　　（2年 P8１）

生徒が学習の見通しを
もつための「めあて」
を示した。

主体的・対話的で深い
学びに資する問い。

生徒がいっそう学習を
広げたり深めたりでき
る内容を、さまざまな
視点から示した。

価値理解を深めるため
の、学習する内容項目
にそった名言。
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ʲಓಙՊͷඪʳ
ʢΑΓΑ͘ੜきΔͨΊͷج൫ͱͳΔ
ಓಙੑΛཆ͏ͨΊɺಓಙతॾՁ
ʹつ͍ͯͷཧղΛجʹɺࣗݾΛݟ
つΊɺࣄΛࢹ͍かΒଟ໘తɾ
ଟ֯తʹ͑ߟɺਓؒͱͯ͠ͷੜき
ํʹつ͍ͯͷ͑ߟΛਂΊΔֶशΛ
௨ͯ͠ɺʣಓಙతͳஅྗɺ৺ɺ
࣮ફҙཉͱଶΛҭͯΔ
˞かͬ͜લϖʔδ

●�問題意識をもち多様に考えることができる教材、深く考えることができる
教材、自己の体験や経験に照らして考えることができる教材、悩みや葛藤、
心の揺れなど人間らしさが理解できる教材、よりよく生きる喜びや勇気、
感動を覚える教材など、教材の特質を踏まえて選定を行い、道徳性を構成
する諸様相である道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度をバランスよく
養うことができるよう配慮した。

●�【問題意識をもち多様に考えることができる教
材例】１ 年「国際協力ってどういうこと？」P
１0６ 〜 １１0
●�【深く考えることができる教材例】３年「月明か
りで見送った夜汽車」P78 〜 8１
●�【自己の体験や経験に照らして考えることができ
る教材例】１年「裏庭でのできごと」P１0 〜 １4
●�【悩みや葛藤、心の揺れなど人間らしさが理解
できる教材例】2年「タッチアウト」P１04 〜 １07
●�【よりよく生きる喜びや勇気、感動を与えられ
る教材例】３年「ひまわり」P54 〜 ６0　など

●�教師が生徒の実態を踏まえた「ねらい（育成する道徳性）」を設定し、そ
の達成を目指す授業の構想に応じて柔軟に活用できるよう別冊「道徳ノー
ト」を構成した。

●�全学年別冊

ʲࢦಋܭը࡞্ͷྀ߲ࣄʳ
ಓಙڭҭͷશମܭըʹͮجきɺ֤
ͼಛٴؒ࣌Պɺ૯߹తͳֶशͷڭ
ผ׆ಈͱͷؔ࿈Λྀ͠ߟͳ͕Βɺ
ಓಙՊͷؒࢦಋܭըΛ࡞͢Δ
ͷͱ͢Δ

●��本冊の各教材は、各教科における学習内容や他の教育活動、季節や行事な
どとの内容的・時期的関連を考慮し、掲載順に取り扱うことで効果的な学
習が期待できるよう配列を工夫した。

●全学年本冊

●�本冊巻末には各教材の該当内容項目や各教科等との関わりを示すととも
に、後ろ見返しには視点及び内容項目ごとの教材一覧を掲載し、年間指導
計画の作成において参考となるよう配慮した。

●�全学年本冊巻末「内容一覧」／全学年本冊後ろ
見返し

●�別冊の「道徳ノート」は各学校の実態に応じた年間指導計画に対応できる
よう構成した。

●全学年別冊「学習の記録」

༰߲ʹつ͍ͯɺֶ֤ʹ͓͍
ͯશͯऔΓ্͛Δ͜ͱͱ͢Δ

●��各学年段階において、相当する教材や各内容項目に関わる学習ページをも
れなく取り上げている。

●全学年本冊・別冊

●��別冊では当該学年で学ぶ内容項目についてのページを設け、内容項目順に
配列した。

●全学年別冊

ੜెֶߍͷ࣮ଶʹԠ͡ɺֶ̏
ؒΛݟ௨ͨ͠ॏతͳࢦಋ༰
߲ؒͷؔ࿈Λີʹͨ͠ࢦಋɺҰ
つͷ༰߲Λෳͷؒ࣌Ͱѻ͏
ߦΛಋΛऔΓೖΕΔͳͲͷࢦ
͏ͷͱ͢Δ

●�いじめ防止とも関わりの深い内容項目「自主、自律、自由と責任」「思いやり、
感謝」「生命の尊さ」「よりよく生きる喜び」を重点項目とし、これらに関
する教材について全学年３教材、３時間を配当した。

● �１ 年「ネット将棋」P１１１ 〜 １１5 ／ 2 年「地図の
ある手紙」P１4６ 〜 １50 ／ ３ 年「二人の弟子」P
１05 〜 １0９　など

●��例えば、「生命の尊さ」を「家族愛、家庭生活の充実」との関わりで捉え
た授業を構想することなど、本冊巻末に示されている教材の関連内容項目
を参照しながら、複数の内容項目との関連を密にした指導を立案すること
ができるように内容項目を明示した。

● ���１ 年「語りかける目」P１３0 〜 １３３ ／ 2 年「野生
の猛禽を守るために」P25 〜 2９ ／ ３ 年「誰かの
ために」P24 〜 25，「てんびんばかり」P70 〜
7１　など

●��教材で学んだ内容項目についての理解をいっそう深められるよう、全学年
に３つずつ「thinking」を配置した。

● �１ 年「してもよい『いじめ』などない」P4１ ／
2 年「海に住む人　森に住む人」P３0 〜 ３１ ／ ３
年「日々是好日」P22 〜 2３　など

ʲੜె͕ओମతʹಓಙੑΛཆ͏ͨΊ
ͷࢦಋʳ
ੜె͕ࣗΒಓಙੑΛཆ͏தͰɺࣗ
ΒΛৼΓฦͬͯΛ࣮ͨ͠ײΓɺ
͜ΕかΒͷ՝ඪΛݟ͚ͨ
Γ͢Δ͜ͱ͕ͰきΔΑ͏͢Δ
͜ͱ

●��別冊「道徳ノート」を活用し「自分が自分に自分を問う」ことを通して、
生徒が自分自身の学習を振り返って成長を実感したり、課題や目標を見つ
けたりすることができる。

●全学年別冊

●��別冊の「道徳ノート」は生徒にとって貴重な内面の記録となり、また、保
存性に優れ、整理や保管がしやすいことからも、長期的な視野で自らの成
長を振り返ることができる。

●全学年別冊

ಓಙੑΛཆ͏͜ͱͷҙٛʹつ͍ͯɺ
ੜెࣗΒ͕͑ߟɺཧղ͠ɺओମత
ʹֶशʹऔΓΉ͜ͱ͕ͰきΔΑ
͏ʹ͢Δ͜ͱ

●�本冊の各教材に設けている「考える・話し合う」のめあてを学習課題とし、
問いを手がかりとして、生徒の主体的な学習が促されるよう配慮した。

●全学年本冊「考える・話し合う」

●�めあては、学年段階を考慮しつつ、教材によっては道徳的価値を明示せず、
「生徒自らが道徳的価値を見出し、そのよさに気づく」ことができるよう
配慮し、学年が進むに従って「価値そのものを深く考え、哲学的に思考す
る」ことができるように構成した。

●全学年本冊「考える・話し合う」

●��別冊「道徳ノート」には道徳的諸価値についての解説を示し、生徒が学習
を通して身につけた道徳的知見を折に触れて確認することができるよう工
夫した。

●全学年別冊

ൃୡͷஈ֊Λྀ͠ߟɺਓؒͱͯ͠
ͷऑ͞ΛೝΊͳ͕ΒɺͦΕΛΓ
ӽ͑ͯΑΓΑ͘ੜきΑ͏ͱ͢Δ͜
ͱͷΑ͞ʹつ͍ͯɺ͕ࢣڭੜెͱ
Λେʹ͢Δ͜ͱ࢟Δ͑ߟʹڞ

●�内容項目「よりよく生きる喜び」については本書の重点項目の１つとして
設定し、すべての学年において３教材、３時間を配当した。

● �１ 年「いつわりのバイオリン」P１8 〜 2３，「銀
色のシャープペンシル」P１20 〜 １25 ／ 2 年「ネ
パールのビール」P72 〜 7６，「タッチアウト」P
１04 〜 １07 ／ ３ 年「ひまわり」P54 〜 ６0，「二人
の弟子」P１05 〜 １0９　など



あかつき 5

؍ͷ౼ݕ Պॻͷಛ৭ڭ ۩ମྫ

ʲଟ༷ͳํ͑ߟΛੜかͨ͢Ίͷޠݴ
ಈʳ׆
ੜె͕ଟ༷ͳํ͡ײํ͑ߟʹ
͢ΔதͰɺ͑ߟΛਂΊɺஅ͠ɺ
ද͢ݱΔྗͳͲΛҭΉ͜ͱ͕Ͱき
ΔΑ͏ɺࣗͷ͑ߟΛجʹ౼͠
ͨΓॻ͍ͨΓ͢ΔͳͲͷ׆ޠݴಈ
Λॆ࣮͢Δ͜ͱ

●�多様な考え方や感じ方に触れる対話的な学習が授業の中で活発に展開され
るよう「考える・話し合う」における問いに工夫を凝らした。

●全学年本冊「考える・話し合う」

●��自分の考えを基に討論することを通して、学習の深まりが期待できる教材
を積極的に掲載した。

● �１ 年「半分おとな　半分こども」P2９ 〜 ３１ ／ 2
年「これは駄目？　これも駄目？」P３2 〜 ３３ ／
３ 年「ドナー」P88 〜 ９0，「ベビーカー論争」P
１24 〜 １27　など

●��別冊「道徳ノート」の「学習の記録」は、左右２段で構成し、基となる自
分の考えを書き込んだり、他の人の考えを書き留めたり、柔軟に活用する
ことができるよう配慮した。

●��全学年別冊「学習の記録」

ʲղܾతͳֶशͳͲଟ༷ͳํ๏
ΛऔΓೖΕͨࢦಋʳ
ੜెͷൃୡͷஈ֊ಛੑΛྀߟ
͠ɺࢦಋͷͶΒ͍ʹଈͯ͠ɺ
ղܾతͳֶशɺಓಙతߦҝʹؔ͢
ΔମݧతͳֶशΛదʹऔΓೖ
ΕΔͳͲɺࢦಋํ๏Λ͢Δ͜
ͱ

●��本書では道徳科における「問題解決的な学習」を促す教材や問いの編集に
あたり、次の４点を具備すべき要件とした。
��・道徳的価値が介在している道徳上の問題であること
��・生徒が自己の問題として捉え、考えられる問題であること
��・道徳的価値との関連から、その問題の解決が目指される学習であること
��・道徳科の目標の実現やその時間のねらいの達成に資する学習であること
●�教材や問いの編集にあたっては、解決を目指す「問題」の態様として次の
４つのいずれかの状況に起因することを条件とした。
　・道徳的価値が実現されていない状況
　・道徳的価値についての理解が不十分な状況
　・道徳的価値を実現しようとするができない状況
　・複数の道徳的価値のどちらを優先すべきか逡巡する状況

● �１ 年「島�耕作　ある朝の出来事」P６2 〜 ６4，「吾
一と京造」P１00 〜 １05 ／ 2 年「いつでも・どこ
でも・誰とでも」P１0 〜 １2，「これは駄目？　こ
れも駄目？」P３2 〜 ３３ ／ ３ 年「てんびんばかり」
P70 〜 7１，「ベビーカー論争」P１24 〜 １27　な
ど

●�生徒に具体的な道徳的行為の場面を想起させ追体験させる問いや、役割演
技や表現活動を促す活動を本冊の「考える・話し合う」に設け、指導のね
らいに即して道徳的行為に関する体験的な学習が適切に取り入れられるよ
う配慮した。

● �１年「いつわりのバイオリン」P１8〜 2３／ 2年「加
奈子の職場体験」P77 〜 8１ ／ ３ 年「席を譲られ
て」P６8 〜 ６９　など

●�教材ごとに独立した「型」としての指導とならないよう、本冊の「考える・
話し合う」においては「登場人物への自我関与が中心の学習」となる教材
においても、問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れた問いを示すな
どして、主題やねらいに応じてそれぞれの要素を組み合わせながら、授業
者の展開構想に柔軟に対応ができるよう工夫した。

●全学年本冊

ʲใϞϥϧͱݱతͳ՝ʹؔ͢
Δࢦಋʳ
ੜెͷൃୡͷஈ֊ಛੑΛྀߟ
͠ɺୈ̎ʹࣔ͢༰ͱͷؔ࿈Λ౿
·͑つつɺใϞϥϧʹؔ͢Δࢦ
ಋΛॆ࣮͢Δ͜ͱ

●��情報モラルについて考えることのできる教材を全学年に掲載した。加えて、
本冊巻末に特集ページを設け、他の教育活動とも関連を図りながら折に触
れて活用できるよう工夫した。

● �１年「ネット将棋」P１１１ 〜 １１5，「言葉の向こうに」
P１5９ 〜 １６３ ／ 2 年「いつでも・どこでも・誰と
でも」P１0 〜 １2，「君、想像したことある？」P
40 〜 4１ ／ ３ 年「ピヨ子」P６4 〜 ６7，「情報社会
を生きていくために」P１54 〜 １55　など

ྫ͑ɺՊֶٕज़ͷൃలͱੜ໋ྙ
ཧͱͷؔࣾձͷ࣋ଓՄͳൃ
లͳͲͷݱతͳ՝ͷऔѻ͍ʹ
ཹҙ͠ɺۙͳࣾձత՝Λࣗ
ͱͷؔ͑ߟ͍͓ͯʹɺͦͷղ
औΓ͏ͱ͢Δҙཉ͚ͯʹܾ
ଶΛҭͯΔΑ͏ΊΔ͜ͱ

●�発達の段階を考慮し、科学技術の発展と生命倫理との関係について考える
ことのできる教材を取り上げた。各教材の取り扱いについては、知見を得
るだけではなく、それぞれの問題の解決に向けて取り組もうとする道徳的
実践意欲と態度が養われるよう、「考える・話し合う」の問いについて工
夫を凝らした。

● �2 年「看取りの医者」P１5１ 〜 １5６，thinking ③「命
の選択」P１57／３年「誰かのために」P24〜25，「ド
ナー」P88 〜 ９0　など

●�本冊すべての学年の巻末に「持続可能な社会」について自分との関わりで
考えることのできるページを特設した。

● �１ 年「よりよい未来をつくるために」P１78 〜
１7９ ／ 2 年「持続可能な社会を考える」P１６2 〜
１６３ ／ ３ 年「持続可能な社会の実現を目指して」
P１58 〜 １5９

ଟ༷ͳํݟํ͑ߟͷͰきΔࣄฑ
ʹつ͍ͯɺಛఆͷํݟํ͑ߟʹ
ภͬͨࢦಋΛ͜͏ߦͱͷͳ͍Α͏
ʹ͢Δ͜ͱ

●�現代的な課題に関する教材については、それぞれ異なる立場での主張がな
されるものやさまざまな対立的な問題を抱える事柄が多いため、一面的な
扱いを避け、多様な見方・考え方ができるよう留意した。

● �１ 年「国際協力ってどういうこと？」P１0６ 〜
１１0 ／ 2 年「野生の猛禽を守るために」P25 〜
2９ ／ ３ 年「ベビーカー論争」P１24 〜 １27　など

ʲՈఉҬࣾձͱͷ࿈ܞʹΑΔࢦ
ಋʳ
ಓಙՊͷतۀΛެ։ͨ͠Γʢதུʣ
ՈఉҬࣾձͱͷڞ௨ཧղΛਂ
Ίɺ૬ޓͷ࿈ܞΛਤΔ͜ͱ

●��本冊では家族との関わりや家庭での出来事を描いた教材、地域の人との交
流や地域における行事等を題材とした教材を数多く掲載し、家庭や地域社
会との積極的な関わりを促す工夫をした。

● �１ 年「美しい母の顔」P8６ 〜 ９0 ／ 2 年「相馬野
馬追の季節」P50 〜 54 ／ ３ 年「誰かのために」
P24 〜 25　など

●��本冊・別冊ともに裏表紙に本書を媒介とした「子どもの心の成長」に関す
る家庭との連携について記載した。

●�全学年本冊・別冊裏表紙「保護者の皆様へ」
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   ֶशࢦಋཁྖୈ̏ষʮಛผͷڭՊɹಓಙʯͱͷؔ࿈ɹʕಓಙՊͷٻʹࡐڭΊΒΕΔ༰ͷ؍ʕ
ʲࡐڭͷ։ൃͱ׆༻ͷҙʳ
ੜెͷൃୡͷஈ֊ಛੑɺҬͷ
࣮Λྀ͠ߟɺଟ༷ͳࡐڭͷ׆
༻ʹΊΔ͜ͱɻಛʹɺੜ໋ͷଚ
ըɺࣗવɺ౷ͱจԽɺࢀɺࣾձݫ
ઌਓͷهɺεϙʔπɺใԽ
ͷରԠͷݱతͳ՝ͳͲΛ
ͱ͠ɺੜె͕ҙࣝΛͬͯࡐ
ଟ໘తɾଟ֯తʹͨ͑ߟΓɺײಈ
Λ֮͑ͨΓ͢ΔΑ͏ͳॆ࣮ͨ͠ڭ
ͱ͜͏ߦΛ༺׆ͷ։ൃࡐ

●��人間のよさが描かれている教材や問題点を見つけることができる教材、多
面的・多角的に考えることのできる教材、心を揺さぶり生徒が感動を覚え
る教材など、長く読み継がれてきた名作から新作までさまざまな教材を幅
広く掲載した。

●�【人間のよさが描かれている教材例】１年「夜の
くだもの屋」P６8 〜 7３ ／ 2 年「地図のある手紙」
P１4６ 〜 １50 ／ ３ 年「月明かりで見送った夜汽車」
P78 〜 8１
●�【問題点を見つけることができる教材例】１年「人
に迷惑をかけなければいいのか？」P９１ 〜 ９5 ／
2 年「いつでも・どこでも・誰とでも」P１0 〜
１2 ／ ３ 年「ピヨ子」P６4 〜 ６7
●�【多面的・多角的に考えることのできる教材例】
１ 年「半分おとな　半分こども」P2９ 〜 ３１ ／ 2
年「これは駄目？　これも駄目？」P３2 〜 ３３ ／
３ 年「ドナー」P88 〜 ９0
●�【心を揺さぶり生徒が感動を覚える教材例】１年
「美しい母の顔」P8６ 〜 ９0 ／ 2 年「最後の年越
しそば」P１08 〜 １１１ ／ ３ 年「ひまわり」P54 〜
６0　など

●��物語教材だけでなく、詩（歌詞）やエッセイ、漫画や新聞記事を基に考え
る教材など、生徒の学習意欲を喚起する多様な教材を取りそろえた。

● �１ 年「島�耕作　ある朝の出来事」P６2 〜 ６4 ／ 2
年「路上に散った正義感」P９６ 〜 ９8 ／ ３ 年「風
に立つライオン」P１02 〜 １04　など

●�著名人や先哲の言葉を手がかりに、主体的・対話的で深い学びを促すこと
ができるよう、本冊教材のすべてにおいて、扱う題材や学習する道徳的価
値に関わる格言・名言を掲載した。

●全学年本冊

●�本冊「thinking」や別冊には、グラフやアンケート結果、詩（歌詞）な
ど、本冊教材との併用で考えを広げたり深めたりすることができる資料や
トピック等を積極的に掲載し、授業者の展開構想に応じて多面的・多角的
に考える学習が柔軟にできるよう工夫した。

● �１ 年「してもよい『いじめ』などない」P4１ ／
別冊 １ 年「健康で安全な調和のとれた一日に」
P６ ／ 2 年「命の選択」P１57 ／別冊 2 年「いじ
めの構造」P１３ ／別冊 ３年「人生の目標」P4，「相
手の心に寄り添うということ」P7　など

●��「問題解決的な学習」や「体験的な学習」を取り入れることで、道徳的な
問題について、多面的・多角的な思考を促すことができる教材を多数取り
上げている。「問題解決的な学習」は解決を目指す問題が道徳的であるこ
と、「体験的な学習」は活動そのものが目的化しないようそれぞれ配慮し、
問いを吟味した。

●�【問題解決的な学習を促す教材】１年「島�耕作　
ある朝の出来事」P６2 〜 ６4 ／ 2 年「いつでも・
どこでも・誰とでも」P１0 〜 １2 ／ ３ 年「てんび
んばかり」P70 〜 7１　など
●�【体験的な学習を促す教材】１ 年「いつわりの
バイオリン」P１8 〜 2３ ／ 2 年「加奈子の職場体
験」P77 〜 8１ ／ ３ 年「席を譲られて」P６8 〜
６９　など

●��一面的・一方向的な思考しかもたらさない内容になっていないか、教材の
選定を慎重に行うとともに、「考える・話し合う」のめあてと問いを吟味した。
●��めあては、学年段階を考慮しつつ、教材によっては道徳的価値を明示せず、
「生徒自らが道徳的価値を見出し、そのよさに気づく」ことができるよう
配慮し、学年が進むに従って「価値そのものを深く考え、哲学的に思考す
る」ことができるように構成している。
●��すべての教材の「考える・話し合う」に学習の発展的な広がりや深まりを
促す「考えを広げる・深める」というコーナーを設け、多面的・多角的な
考察を促すための工夫をした。

●全学年本冊「考える・話し合う」

ɾੜ໋ͷଚݫ ●��生命尊重を本書の最重点項目と位置付け、内容項目「生命の尊さ」に関す
る教材を全学年３教材、３時間配当した。「生命倫理」に関わる教材も取
り上げ、生命の尊さについて多面的・多角的に考えることができるよう工
夫した。

● �１ 年「曙号の死」P58 〜 ６１，「語りかける目」
P１３0 〜 １３３ ／ 2 年「天使の舞い降りた朝」P９９ 〜
１02，「看取りの医者」P１5１ 〜 １5６ ／ ３ 年「誰かの
ために」P24 〜 25，「ドナー」P88 〜 ９0　など

ɾࣾձࢀը ● ��B の視点及びCの視点に関わる題材を中心に、本冊・別冊ともにさまざ
まな視点から考え、社会に積極的に関わっていこうとする姿勢を育む教材
を掲載した。また、本冊すべての学年の巻末に「持続可能な社会」という
視点で生徒の主体的な社会参画意識を高めるページを特設した。

● �１ 年「加山さんの願い」P74 〜 7９ ／ 2 年「迷
惑とは何ぞ」P１28 〜 １３１ ／ ３ 年「原稿用紙」P
4１ 〜 4３，「持続可能な社会の実現を目指して」
P１58 〜 １5９　など

ɾࣗવ ●��内容項目「自然愛護」に関する教材はもとより、「相互理解、寛容」や「感動、
畏敬の念」など、異なる内容項目の学習においても人間と自然との関わり
について多面的・多角的に考えることのできる教材を数多く掲載した。

● �１ 年「あのハチドリのように�ーワンガリ・マータ
イー�」P42 〜 47，「ガジュマルの木」P１６4 〜 １６8
／ 2 年「樹齢七千年の杉」P１３ 〜 １６，「野生の猛
禽を守るために」P25 〜 2９ ／ ３ 年「襟裳のこと」
P44 〜 47，「ほっちゃれ」P１１0 〜 １１2　など

ɾ౷ͱจԽ ●��「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」「我が国の伝統と文化の
尊重、国を愛する態度」の内容項目に関する教材を通して国や郷土の伝統
と文化への関心を高め、日本人としての自覚をもって文化の継承・創造と
社会の発展に貢献しようとする態度を養うことができるよう編集した。

● �１ 年「音を宿す」P６5 〜 ６7 ／ 2 年「相馬野馬追
の季節」P50 〜 54 ／ ３ 年「運命の木�ー姫路城
の大柱ー�」P１28 〜 １３３　など
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ਓΛѻͬͨࡐڭ
ɾઌਓͷه
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●��先人や著名人の夢や目標の達成を支えた人知れぬ努力や苦悩そして幼少期
の体験などから、生徒が人物を身近に感じ、「人間として生きることの素
晴らしさ」を感じ取れるよう配慮した。
●�国内外を問わず、先人の多様な生き方に触れることができるよう、全学年
に伝記を掲載した。生きる勇気や知恵、人間としての弱さや醜さと、それ
を乗り越えようとする強さや気高さを感じ取り、「人間として生きる意味」
について考えを深めることができるように配慮して、教材を選定した。
●�オリンピックやパラリンピックなどのスポーツの国際大会や、各種スポー
ツ競技を題材としたもの、また、さまざまな魅力あるアスリートや彼らを
支えた人物などを全学年で取り上げた。

●�【先人の伝記】１年「ミスター・ヌードル�ー安
藤�百福ー�」P80 〜 85 ／ 2 年「本物の将棋指し��
ー村山�聖ー�」P１22 〜 １27 ／ ３ 年「虹の国�ーネ
ルソン・マンデラー�」P９６ 〜 １0１　など　
●�【スポーツ】１年「終わりなき挑戦�ー成田�真由
美ー�」P１40 〜 １47 ／ 2 年「『キング』と呼ばれ
る理由�ー三浦�知良ー�」P42 〜 47，「人間であ
ることの美しさ」P8６ 〜 87 ／ ３ 年「ぶれない心�
ー松井�秀喜ー�」P48 〜 52　など

ɾݱతͳ՝ ●��食育、健康教育、消費者教育、防災教育、福祉に関する教育、法教育、社
会参画に関する教育、伝統文化教育、国際理解教育、キャリア教育などの
現代的な教育課題について、他の教育活動との関連を図って、自分との関
わりで考えることができる教材を精選した。

● ��１ 年「あのハチドリのように�ーワンガリ・マー
タイー�」P42 〜 47 ／ 2 年「相馬野馬追の季節」
P50 〜 54 ／ ３ 年「ベビーカー論争」P１24 〜 １27　
など

ɾਓݖɾ͍͡Ίࢭ ●�いじめ防止と関わりの深い内容項目「公正、公平、社会正義」で扱う教材は
もとより、「友情、信頼」や「思いやり、感謝」、「生命の尊さ」など、さま
ざまな道徳的価値の理解を深めることを通していじめ防止につながるよう教
材を選定した。

● �１ 年「ヨシト」P３６ 〜 40 ／別冊 １年「いじめ撲
滅宣言」P2６ ／ 2 年「君、想像したことある？」
P40 〜 4１ ／別冊 2 年「いじめの構造」P2６ ／ ３
年「卒業文集最後の二行」P３６ 〜 40 ／別冊 ３年
「世界人権宣言」P2６　など

●�「いじめ」や「人権」に関する課題を、道徳の内容に示された4つの視
点から捉えて考えを深めるページを本冊各学年の巻末に特設した。

● �１ 年「いじめを許さない�私たちの心」P１74 〜
１75　など

ɾใԽͷରԠʢใϞϥϧʣ ●��道徳科の特質を踏まえた情報モラルに関わる学習の充実を図るため、全学
年に情報モラルについて考えることのできる教材を掲載した。加えて、本
冊巻末に特集ページを設け、他の教育活動とも関連を図りながら折に触れ
て活用できるよう工夫した。

● �１ 年「ネット将棋」P１１１ 〜 １１5 ／ 2 年「いつで
も・どこでも・誰とでも」P１0 〜 １2 ／ ３ 年「情
報社会を生きていくために」P１54 〜 １55　など

ʲಓಙՊʹੜか͢ࡐڭʳ
ੜెͷൃୡͷஈ֊ʹଈ͠ɺͶΒ͍Λ
ୡ͢Δͷʹ;͞Θ͍͠ͷͰあΔ
͜ͱ

●��中学生期は抽象的思考力が高まっていくことから、「生徒自らが道徳的価
値を見出し、そのよさに気づく」ことができる教材や問いを吟味するとと
もに、学年が進むに従って「価値そのものを深く考え、哲学的に思考する」
ことができる教材や問いを精選し、発達の段階に応じて道徳的な思考が深
まるよう編集した。

●�全学年本冊・別冊

ਓؒଚॏͷਫ਼ਆʹかͳ͏ͷͰ
あͬͯɺΈᷤ౻ͷ৺ͷ༳Εɺ
ਓؒؔͷཧղͷ՝ؚΊɺ
ੜె͕ਂ͑͘ߟΔ͜ͱ͕Ͱきɺਓ
ؒͱͯ͠ΑΓΑ͘ੜきΔتͼ༐
Λ༩͑ΒΕΔͷͰあΔ͜ͱؾ

●�「人間尊重の精神」は教育の基本であり、生命の尊重、人格の尊重、基本的
人権、思いやりの心などの根底を貫く国境や文化なども超えた普遍的精神で
あることを基に、人格の内面的な充実が図られるよう配慮して編集した。

●全学年本冊・別冊

●�生徒が日常生活を振り返って道徳的価値の意義や大切さについて考えるこ
とができる教材や、今日的課題を扱った教材、思いやりや友情、いじめ問
題などに関わる「悩みや葛藤等の心の揺れ、人間関係の理解等の課題」に
ついて扱った教材を通し、生徒が自己を肯定的に捉え、未来に向けた展望
が開け、自分の生き方の中で役立つような考察ができる教材を選択した。

●��全学年本冊・別冊

●�先人の伝記については、生徒が感動を覚えるような魅力的な人物を取り上
げた。また、歴史的な事実の理解にとどまることのないよう「考える・話
し合う」の問いを吟味し、先人の生きる勇気や知恵、生きることの魅力や
意味の深さなどについて考えることを通して、人間としてよりよく生きる
喜びや勇気を感じ取ることができるよう配慮した。

● �１ 年「ミスター・ヌードル�ー安藤�百福ー�」P80
〜 85 ／ 2 年「本物の将棋指し�ー村山�聖ー�」P
１22 〜 １27 ／ ３ 年「虹の国�ーネルソン・マンデラー�
」P９６ 〜 １0１　など

ଟ༷ͳํݟํ͑ߟͷͰきΔࣄฑ
ΛऔΓѻ͏߹ʹɺಛఆͷํݟ
ํ͑ߟʹภͬͨऔѻ͍͕ͳ͞Ε
͍ͯͳ͍ͷͰあΔ͜ͱ

●��教材の選定にあたっては、特定の見方や考え方に偏った取扱いにならない
よう留意した。特に、現代的な課題に関する教材については、異なる立場
での主張がなされるものやさまざまな対立的な問題を抱える事柄が多いた
め、一面的な扱いを避け、多様な見方・考え方ができるよう配慮した。

●��全学年本冊・別冊

●�各教材の「考える・話し合う」の問いを吟味し、一面的・一方向的な思考
しかもたらさない内容にならないよう留意した。

●��全学年本冊「考える・話し合う」

   ֶशࢦಋཁྖୈ̏ষʮಛผͷڭՊɹಓಙʯͱͷؔ࿈ɹʕಓಙՊͷධՁʕ
ʲಓಙՊʹ͓͚ΔධՁͷҙٛʳ
ੜెͷֶशঢ়گಓಙੑʹΔ
ͷ༷ࢠΛܧଓతʹѲ͠ɺࢦಋ
ʹੜか͢Α͏ΊΔ

●�別冊「道徳ノート」の「学習の記録」は、年間の授業時数分を巻末に一元
化することで、生徒の学習状況を時系列に沿って確認することができるよ
うにした。
●��学期の中間や終わりなどに、「心に残っている授業の記録」欄へ記述する
ことを通して、一定期間において何が生徒の心を動かしたのか、どのよう
な道徳的成長があったのかを見取ることができるよう工夫した。
●�巻末折り込みの「心のしおり」には、教材別に学習の振り返りができる
チェック欄を設けた。 　　　　　　　　　　　◀�「心に残っている授業

の記録」（全学年別冊）
　　　　　　　　　　　◀�「心に残っている授業
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心に残っている授業の記録

心に残っている理由

心に残っている理由

心に残っている理由

月　　　日

月　　　日

月　　　日

生徒の記入から、よ
り考えの深まった授
業を見取ることがで
き、評価の手がかり
となる。
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   ຊॻͷฤूʹ͓͚Δྀʢ৫ɾߏྻɾදهɾຊɾͦͷଞʣ
ಓಙՊͷಛ࣭Λө͢ΔͨΊͷߏ
ɾྻ্ͷ

●�教育活動全体を通じて行う道徳教育の要となる道徳科の特質を踏まえ、各
教科の学習内容や他の教育活動などとの時期的・内容的関連を考慮して配
列している。なお、「いじめ」に関する教材を用いた授業は、学級内の人
間関係が一定度形成された段階で実施することが望ましいと考え、各学年
とも一つ目の教材を６月中頃に学習できるよう配列した。

●�全学年本冊

●�各学年の授業開きでの活用を想定し、本冊冒頭に「自分を○○○ー道徳の
時間とはー」を、また、各時間での振り返りにおける活用を想定し、別冊
巻末折り込みに「自分を見つめ、考え、のばす」を設けた。いずれも道徳
科における学習活動や考える視点を具体的にイメージできるよう工夫した。

●�全学年本冊冒頭「自分を○○○�ー道徳の時間と
はー�」／全学年巻末折り込み「自分を○○○�ー
道徳の時間とはー�」

ʮٞ͑ߟ͢ΔಓಙʯͳΒͼʹʮओ
ମతɾରతͰਂֶ͍ͼʯΛ࣮ݱ
͢ΔͨΊͷ

●�生徒が主体的に道徳的価値の理解や人間としての生き方について考えを深
めることができる教材を精選するとともに、本冊の教材ごとに設けた「考
える・話し合う」のめあてや問い、学習の広がりや深まりを促す「考えを
広げる・深める」を手がかりとして、授業での活用はもとより、授業の事
前・事後においても家の人や友達と語り合うことができるよう工夫した。

●�全学年本冊

●�別冊「道徳ノート」には、グラフやアンケート結果、詩（歌詞）など、指
導者の展開構想に応じて活用することができるさまざまな資料を掲載し、
本冊と別冊の2冊を併用して答えが１つではない道徳的課題に向き合え
るよう工夫した。

●�全学年別冊

ʮ࣭ͷ͍ߴଟ༷ͳࢦಋํ๏ʯͷର
Ԡ

●�構成内容の異なる本冊と別冊の2分冊構成とし、指導者の展開構想や生
徒の学習状況等に応じて多様な指導方法を取り入れた授業が実践できるよ
う工夫した。

●�全学年本冊・別冊

●�教材ごとに独立した「型」としての指導とならないよう、本冊の「考える・
話し合う」においては登場人物への自我関与が中心の学習となる教材にお
いても、問題解決的な学習や体験的な学習の視点を踏まえた問いを示すな
どして、授業者の展開構想に柔軟に対応ができるよう工夫した。

●�全学年本冊「考える・話し合う」

ʮΧϦΩϡϥϜɾϚωδϝϯτʯͷ
ࢹ

●�各教科や他の教育活動との関連を図って学習することができるよう教材を
選定し、教材ごとにそれぞれの関わりを本冊の巻末に示した。

●��全学年本冊巻末「内容一覧」

ܞͱͷ࿈ߍֶߴ ●�先哲の言葉や考えを手がかりに道徳的価値の理解や人間としての生き方に
ついての考えを深めることができるよう、本冊すべての教材の最後に格言・
名言を掲載した。加えて、第3学年においては哲学者の考え方や生き方
を自分との関わりにおいて考えることができる教材を掲載し、主に公民科
との接続を考慮した。

●【格言・名言】全学年本冊（別冊にもあり）
●�【教材】３年「カントとルソー」P１１３〜１１5，「ショー
ペンハウアーとニーチェ」P１48 〜 １50

༰ͱྔͷྀ ●��各学年とも年間の授業時数に対応した35本の教材を用意した。 ●全学年本冊

●��学年段階を考慮し、第１学年は本文文字サイズを大きくしている。各教材
の文字量や書き込みのスペースは生徒が負担感を抱かぬように配慮した。

●全学年本冊・別冊

●��別冊「道徳ノート」の書き込みは本冊教材学習時に使用する「学習の記録」
のみに限定して巻末にまとめることで、ページ数を削減し、書く活動や持
ち運びの負担軽減に努めた。

●全学年別冊

දهදݱɺจݴͷྀ ●�生徒の読み取りに差異が生じないよう、未習の漢字には初出のみならず、
すべてにふりがなを配した。ただし、固有名詞は文章の読みやすさを考慮
し、教材初出のみにふりがなを付した。

●全学年本冊・別冊

●��学習上説明を要する文言や固有名詞などに、必要に応じて脚注を付した。 ●�全学年本冊

ຊ্ʢମࡋɺຊɺҹɺ༻ࢴʣ
ͷྀ

●��判型はワイドなＡＢ判を採用し、白を基調としたゆとりある紙面で圧迫感
がないよう構成するとともに、イラストを大きく扱い、生徒にとって見や
すく、親しみやすい紙面となるよう工夫した。

●教科書全体

●�本冊と同大判である別冊は、本冊の背に厚みを取り、見返しをつけて強度
を高めることで本冊巻末に収納できる体裁とし、生徒の携帯や保管時の利
便性を図った。

●全学年別冊

●��別冊の中とじの針金は先端部分を内側に曲げ安全に配慮するとともに、３
カ所留めにより十分な強度を確保した。

●�全学年別冊

●��環境への配慮から、印刷には植物油インキを使用し、用紙はそれぞれの構
成内容や使用用途を踏まえた再生紙を用いた。

●【用紙】本冊…発色のよさ、見やすさを重視／
　別冊…鉛筆の書きやすさ、消しやすさを重視

ಛผࢧԉڭҭɾϢχόʔαϧσβ
ΠϯͷରԠ

●��色覚の違いにより学習に支障をきたすことのないよう、色の識別のみによ
らず、文字情報をはじめマークの形状やデザインの違いなどで必要な情報
が読み取れるよう配慮した。カラーユニバーサルデザインに関しては、専
門の第三者機関の検証を経て、ＣＵＤ認証マークの取得を予定している。

●全学年本冊・別冊




